
表 ４　水温モニタ測定結果

取水口モニタ － － 1.0 ～ 25.9

放水口モニタ － － 2.6 ～ 32.3

取水口モニタ 3.2 ～ 25.9

放水口モニタ 4.3 ～ 32.6

*

*

表　層 7.5 ～ 21.2 20.3 ～ 27.8 4.4 ～ 22.9 3.5 ～ 10.6 1.0 ～ 27.5

 5ｍ層 8.3 ～ 20.9 20.2 ～ 27.5 6.1 ～ 23.0 4.8 ～ 10.6 1.5 ～ 27.0

10ｍ層 8.2 ～ 20.6 17.5 ～ 26.9 6.9 ～ 23.0 4.8 ～ 10.7 1.6 ～ 26.8

14ｍ層 8.1 ～ 20.3 16.6 ～ 26.6 7.4 ～ 22.9 5.0 ～ 10.7 2.3 ～ 26.3

（注）＊：過去の測定値の最大値

平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から５、10ｍ層の調査を追加した。 また、平成

    18年８月の基本計画の改正に伴い、平成18年度第３四半期から14ｍ層の調査を開始した。

３号機の取水口・放水口モニタについては、平成21年１月から測定を開始した。同機は平成24年５月５日

    に循環水ポンプを停止した。１・２号機についても、令和２年７月28日から循環水ポンプを停止中である。
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水
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（
℃
）

（注）定期検査中（循環水ポンプ停止中）

図　１－17　水温モニタにおける連続水温測定結果（１・２号機）

図　１－18　水温モニタにおける連続水温測定結果（３号機）

（注）定期検査中（循環水ポンプ停止中）
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イ 流 況 調 査

 流況調査結果の概要は図２－１～４に示すとおりである。流向は過去の同一四半期と比較して、

第 1 四半期でのＦ－６地点で北北西、Ｊ－１地点で南南東、第２四半期でのＦ－３地点で北北西、

Ｇ－４地点で北西、Ｊ－１地点で南東、Ｊ－３地点で北北東、第３四半期でのＪ－１地点で南東、

第４四半期でのＤ－３、Ｆ－３、Ｇ－４地点で南、Ｆ－６地点で南南西の流れが多かったが、その

他では過去の調査結果と同じ傾向を示していた。流速は、第１四半期は 10～20 ㎝/s、その他の四

半期では 0～10cm/s の流れが多く、過去の調査結果と概ね同じ傾向を示していた。 

図２-１ 流向流速頻度分布図 調査年月日：令和５年５月１日～５月 15 日

（第１四半期） 調査深度 ：２ｍ

図２-２ 流向流速頻度分布図 調査年月日：令和５年８月１日～８月 15 日 

（第２四半期） 調査深度 ：２ｍ
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図２-３ 流向流速頻度分布図 調査年月日：令和５年 11 月 1 日～11 月 15 日

（第３四半期） 調査深度 ：２ｍ

図２-４ 流向流速頻度分布図 調査年月日：令和６年２月１日～２月 15 日

（第４四半期） 調査深度：２ｍ
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（ア） 海　域

ウ 水 質 調 査

海域における水質調査結果の概要は図３－１～13に示すとおりである。第２四半期における
アンモニア態窒素で過去の調査結果の範囲を超えるものが見られたが、大きな変化は認められ
なかった。
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過去の最大値
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令和５年度の平均値
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（イ） 河 川
河川における水質調査結果の概要は図４－１～13に示すとおりである。第４四半期における全窒

素の項目で過去の調査結果の範囲を超えたが、大きな変化は認められなかった。
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エ 底質調査
（ア）GH-1.5地点以外

過去の最大値
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令和５年度の平均値

令和５年度の測定値

の範囲
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GH-1.5地点（泊発電所専用港内）を除く底質調査結果の概要は図５－１～４に示すとおりである。
第３四半期における強熱減量の項目で過去の調査結果の範囲を超えたが、大きな変化は認められ

なかった。
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（イ）GH-1.5地点
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GH-1.5地点における底質調査結果の概要は図５－５～８に示すとおりである。
すべての項目で過去範囲内であった。
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図 ６　潮間帯生物（目視観察）
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（２） 生 物 調 査

ア 潮間帯生物

平均個体数の合計及び出現種類数の四半期毎の推移は、図６に示すとおりである。

平均個体数の合計は、過去の調査結果の範囲内であったが、出現種類数では第１、第３お

よび第４四半期に過去の調査結果の範囲を上回った。

出現種については、イワフジツボが年度を通じて優占した。
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図 ７-１　マクロベントス（採泥法）
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イ 底 生 生 物

（ア）マクロベントス

i) GH-1.5地点以外

平均個体数の合計及び出現種類数の四半期毎の推移は、図７-１に示すとおりである。

平均個体数の合計は過去の調査結果の範囲内であったが、出現種類数は第４四半期で過去

の調査結果の範囲を下回った。

出現種については、第１、第４四半期ではマルソコエビ科の１種(Urothoe sp.)、第２四半

期ではボンタソコエビ(Synchelidium lenorostralum)、第３四半期ではキョウスチロリ(Goniada 
maculata)が優占した。
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図 ７-２　マクロベントス（採泥法）

ii） GH-1.5地点

平均個体数の合計及び出現種類数の四半期毎の推移は、図７-２に示すとおりである。

平均個体数の合計及び出現種類数は、過去の調査結果の範囲内であった。

出現種については、第１四半期ではシロガネゴカイ科の１種（Nephtys sp.）、第２四半期
ではミズヒキゴカイ科の１種（Chaetozone sp.）、第３四半期ではサクラガイ(Nitidotellina 
nitidula)、第４四半期ではタケフシゴカイ科（Maldanidae）が優占した。
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図 ７-３　メガロベントス（目視観察）

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

2400

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

平均個体数の合計

過去の範囲 今年度の結果

個
体

数
／

1
0
㎡

0

10

20

30

40

50

60

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

出現種類数

過去の範囲 今年度の結果

（イ）メガロベントス

平均個体数の合計及び出現種類数の四半期毎の推移は、図７-３に示すとおりである。

平均個体数の合計は、第１四半期を除いて過去の調査結果を下回った。出現種類数は、

第３四半期で過去の調査結果の範囲を上回った。

出現種については、全四半期でムラサキインコガイが優占した。
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図 ８　海藻（目視観察）
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ウ 海 藻

出現種類数の四半期毎の推移は、図８に示すとおりである。
出現種類数は、過去の調査結果の範囲内であった。
出現種については、無節サンゴモ類が年度を通じて優占した。
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図９　魚等の遊泳動物
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エ 魚 等 の 遊 泳 動 物

平均個体数の合計及び出現種類数の四半期毎の推移は、図９に示すとおりである。

平均個体数の合計は過去の調査結果の範囲内であったが、出現種類数は第４四半期で過

去の調査結果の範囲を上回った。

出現種については、第１四半期ではホッケ、第２四半期ではカナガシラ、第３四半期で

はマフグ、第４四半期ではソウハチが優占した。
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図 10-１　卵（MTD）
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オ 卵 ・ 稚 仔

（ア）卵

平均個体数の合計及び出現種類数の四半期毎の推移は、図10-１に示すとおりである。

平均個体数の合計及び出現種類数は、過去の調査結果の範囲内であった。

出現種については、第１四半期ではカレイ科１、第２四半期ではネズッポ科、第３四半期

では単脂球形卵５、第４四半期ではスケトウダラが優占した。
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図 10-２　稚仔（MTD）
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（イ）稚仔

平均個体数の合計及び出現種類数の四半期毎の推移は、図10-２に示すとおりである。

平均個体数の合計及び出現種類数は、過去の調査結果の範囲内であった。

出現種については、第１四半期ではメバル属、第２四半期ではネズッポ科、第３四半期で

はアユ、第４四半期ではホッケが優占した。
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図 11-１　動物プランクトン（ネット法）
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カ 動 ・ 植 物 プ ラ ン ク ト ン

（ア）動物プランクトン

平均個体数の合計及び出現種類数の四半期毎の推移は、図11-１に示すとおりである。

平均個体数の合計及び出現種類数は、過去の調査結果の範囲内であった。

出現種については、第１、第３、第４四半期では甲殻綱Nauplius of COPEPODA 、第２
四半期では甲殻綱Copepodite of Oithonaが優占した。
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図 11-２　植物プランクトン（採水法）
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（イ）植物プランクトン

平均細胞数の合計及び出現種類数の四半期毎の推移は、図11-２に示すとおりである。

平均細胞数の合計及び出現種類数は、過去の調査結果の範囲内であった。

出現種については、第１四半期では珪藻綱Leptocylindrus danicus、第２四半期では珪藻綱
Rhizosolenia stolterfothii、第３四半期では珪藻綱Chaetoceros spp.、第４四半期では珪藻網
Thalassiosiraceaeが優占した。
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図 12-１　スケトウダラ・卵 図 12-２　スケトウダラ・稚仔         図 12-３　スケトウダラ・稚魚
   （NORPAC）    （NORPAC）          （改良型まるちネット）
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キ ス ケ ト ウ ダ ラ

調査結果の概要は図12-１～３に示すとおりである。
卵、稚仔及び稚魚の平均個体数は、過去の調査結果の範囲内であった。
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生物調査における優占種の遷移

凡例　：   上位第１位：◎    上位第２位：○
上位第３位：△

（１）潮間帯生物 （平均個体数 ：個体数／㎡）

主 な 出 現 種 類 名

イ ワ フ ジ ツ ボ 805.1 ◎ 619.0 ◎ 935.4 ◎ 1,015.9 ◎

コウダカチャイロタマキビガイ 296.2 ○ 66.2 △ 153.1 ○ 43.6 △

ム ラ サ キ イ ン コ ガ イ 97.5 △ 99.7 ○ 121.1 △ 86.2 ○

平 均 個 体 数 合 計

出 現 種 類 数

（２）底生生物
 ア  マクロベントス
(ア)　GH-1.5以外（平均個体数 ： 個体数／㎡）

主 な 出 現 種 類 名

マ ル ソ コ エ ビ 科 の １ 種 130.8 ◎ 47.9 ○ 12.1 33.8 ◎

(Urothoe  sp.)

キョウスチロリ 29.2 △ 22.5 18.3 ◎

(Goniada maculata )

ミ ズ ヒ キ ゴ カ イ 科 の １ 種 37.5 ○ 8.3 △

(Chaetozone  sp.)

ボンタソコエビ 52.5 ◎

(Synchelidium lenorostralum )

平 均 個 体 数 合 計

出 現 種 類 数

第４四半期

1,233.0

5965

第１四半期 第２四半期 第３四半期

1,289.1 1,359.0863.6

6061

370.4 314.7

46

第１四半期

33

102.0

第４四半期第２四半期

57 42

137.1

第３四半期
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凡例　：   上位第１位：◎    上位第２位：○
上位第３位：△

(イ)　GH-1.5（個体数 ： 個体数／㎡）

主 な 出 現 種 類 名

ギ ボ シ イ ソ メ 科 の １ 種 155.0 ○ 75.0 ○ 80.0 △

(Lumbrineris longifolia )

シロガネゴカイ科の１種 185.0 ◎ 85.0 55.0 85.0 ○

(Nephtys  sp.)

サ ク ラ ガ イ 75.0 185.0 △ 95.0 ◎ 70.0

(Nitidotellina nitidula )

ミズヒキゴカイ科の１種 325.0 ◎ 50.0

(Chaetozone  sp.)
タケフシゴカイ科 100.0 ◎

(Maldanidae)

個 体 数 合 計

出 現 種 類 数

イ　メガロベントス（平均個体数：個体数/10㎡）

主 な 出 現 種 類 名

ム ラ サ キ イ ン コ ガ イ 110.5 ◎ 84.0 ◎ 105.9 ◎ 95.2 ◎

タ マ キ ビ ガ イ 104.1 ○ 11.8 38.9 ○ 34.7 ○

ヘ ソ ア キ ク ボ ガ イ 44.9 △

キ タ ム ラ サ キ ウ ニ 18.7 21.5 ○ 21.3 △ 18.4

平 均 個 体 数 合 計

出 現 種 類 数

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

1,095.0 1,405.0 520.0 515.0

36 29 18 17

54 45

第４四半期

51

第１四半期 第２四半期 第３四半期

404.2 222.0 269.9 250.7

53
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凡例　：   上位第１位：◎    上位第２位：○
上位第３位：△

（３）海藻 （被度 ：％）

主 な 出 現 種 類 名

無 節 サ ン ゴ モ 類 17 ◎ 18 ◎ 22 ◎ 20 ◎

イ ソ ガ ワ ラ 8 ○ 11 ○ 8 ○ 7 ○

フ ク ロ ノ リ 3 △ 3

ピ リ ヒ バ 3 3 △ 3 △

ア ミ ジ グ サ 4 △ 2

エ ゾ ヒ ト エ グ サ 3 △

出 現 種 類 数

－：１％未満を示す。

（４）魚等の遊泳動物（平均個体数）

主 な 出 現 種 類 名

ホ ッ ケ 17.7 ◎ 8.8

カ ナ ガ シ ラ 13.8 77.0 ◎

ヒ ラ メ 16.2 ○ 20.8 △

マ フ グ 10.5 35.2 ◎

マ ア ジ 31.7 ○

ソ ウ ハ チ 15.0 △ 169.5 ◎

ク ロ ソ イ 12.3 14.2 21.8 △

平 均 個 体 数 合 計

出 現 種 類 数

第３四半期 第４四半期第２四半期第１四半期

第４四半期第２四半期

4858 5537

28 30 31

第１四半期

220.2 232.8

32

118.7

第３四半期

312.5
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凡例　：   上位第１位：◎    上位第２位：○
上位第３位：△

（５）卵・稚仔
 ア　卵（平均個体数 ：個体数／100㎥）

主 な 出 現 種 類 名

カ レ イ 科 １ 170 ◎ 1 ○

ス ケ ト ウ ダ ラ + 6,014 ◎

カ レ イ 科 ３ 1 △

カ タ ク チ イ ワ シ 1 ○

ネ ズ ッ ポ 科 74 ◎

単 脂 球 形 卵 ２ 1

単 脂 球 形 卵 ５ + ◎

単 脂 球 形 卵 13 7 ○

平 均 個 体 数 合 計

出 現 種 類 数

＋：1個体／100㎥未満を示す。

 イ　稚仔（平均個体数 ：個体数／100㎥）

主 な 出 現 種 類 名

メ バ ル 属 1 ◎

ウ ス メ バ ル + △

カ タ ク チ イ ワ シ + ○

ネ ズ ッ ポ 科 1 ◎

イ ソ ギ ン ポ + △

ア イ ナ メ 属 + ○ + ○

ア ユ + ◎

ホ ッ ケ 1 ◎

キ ツ ネ メ バ ル + ○

平 均 個 体 数 合 計

出 現 種 類 数

＋：1個体／100㎥未満を示す。

3 6 3 3

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

1 3

178 77 ＋ 6,015

6 5

7 1 2

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

1
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凡例　：   上位第１位：◎    上位第２位：○

上位第３位：△

（６）動・植物プランクトン
ア 動物プランクトン（平均個体数 ：個体数／㎥）

主 な 出 現 種 類 名

Nauplius of COPEPODA 22,793.0 ◎ 1,921.2 ○ 6,133.2 ◎ 1,646.2 ◎

Copepodite of Oithona 6,702.2 ○ 1,991.7 ◎ 914.1 461.8 ○

Fritillaria  spp. 4,164.2 △ 374.4 △

Copepodite of Paracalanus 2,614.9 952.0 5,874.9 ○

Copepodite of Clausocalanus 2,131.1 △

平 均 個 体 数 合 計

出 現 種 類 数

イ 植物プランクトン（平均細胞数 ：細胞数／L）

主 な 出 現 種 類 名

Leptocylindrus danicus 249,195 ◎

Nitzschia spp. 9,607 ○

Rhizosolenia stolterfothii 47,349 ◎

Chaetoceros laciniosum 22,960 ○

Chaetoceros spp. 5,467 18,362 ◎

Bacteriastrum furcatum 3,338 ○

Bacteriastrum sp. 9,387 △ 2,485 △

Thalassiosiraceae 2,788 ◎

Thalassiosira spp. 2,247 ○

Leptocylindrus mediterraneus 1,110 △

平 均 細 胞 数 合 計

出 現 種 類 数

第１四半期 第２四半期

58 70

68

第１四半期

44,372.9

292,320

88

101 78

37,261 13,882

第２四半期

80

第３四半期 第４四半期

126,914

10,019.2 20,734.7

62

第３四半期 第４四半期

3,142.2
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